




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 3

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 4

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 4

（２）追加情報 …………………………………………………………………………………………………………… 4

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 5

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 7

四半期連結損益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 7

四半期連結包括利益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 8

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 9

 

- 1 -

マミヤ・オーピー㈱（7991）平成29年３月期　第３四半期決算短信



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動に留意する必

要があるものの、個人消費の持ち直しや雇用・所得環境の改善が続く中、各種政策の効果もあって、緩やかな

回復基調が継続しております。 

このような経済環境の下で当社グループは、メーカーの原点である「技術と品質」「スピードと革新性」に

加えマーケットインの視点を大切にした真摯な「ものづくり」に取り組むことで、お客様と会社の繁栄を実現

することを経営理念として掲げ、経営資源の効率的かつ有効な活用により低コストと高品質を兼ね備えた製品

を提供することにより一層の顧客価値を創造し、中長期的展望の下で安定的かつ持続的な成長を実現すること

を通じて、企業価値のさらなる向上を図ってまいります。 

電子機器事業におきましては、全日遊連が行った各都府県方面遊協の組合員数調査によると、平成28年11月

末時点における全国の営業店舗数は1万店の大台を割り込み、パチスロ機の台数は概ね横ばいで推移しているも

のの、パチンコ機の台数は減少が続いており、遊技業界を取り巻く環境は依然として厳しい状況となっており

ます。 

このような状況の下で当社は、OEM先顧客との信頼関係の維持強化を進めつつ、一方で自社ブランド製品であ

る各種ICカード規格に対応可能な非接触ICカードリーダ／ライタについては、大手通信会社向けのSIMカードリ

ーダや、石油元売業界においてハイテクタンクローリー用制御機器への導入が決定しております。また、第２

四半期に引き続き積極的に販売を促進している液晶小型券売機は、平成29年２月上旬に新モデル「Operal（オ

ペラル）VMT-600／601」を市場へ投入し、自律走行システムI-GINSについては、市場投入に向けた実運用テス

トの実施と併せて、多用途展開に向けた諸施策について粘り強く取り組んでいるものの、電子機器事業全体と

して苦戦を強いられております。 

他方スポーツ事業におきましては、リオデジャネイロオリンピック・パラリンピックの好影響も次第に薄

れ、国内のスポーツ用品市場に不透明感が見られる中で、連結子会社であるキャスコ㈱の売上げは、国内市場

ではゴルフグローブなど各種ゴルフ用品の販売が落ち込み、海外においても中華圏市場の低迷が続くなど、思

わしくない状況が続いております。 

また、海外におけるカーボンシャフト事業につきましては、USTMamiyaブランドの認知度を高めるため、SNS

の活用やPGAツアーでのシャフト使用率を高めるなどの諸施策に積極的に取り組んでおりますが、国際的テロ組

織の脅威によるバングラデシュ国内の不安定な治安及び社会情勢への対応を強いられる等、事業環境の厳しさ

は変わりありません。 

この結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は110億36百万円（前年同期比18.4％減）、営

業利益は６億12百万円（前年同期比35.8％減）、経常利益は５億41百万円（前年同期比48.8％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は３億35百万円（前年同期比48.1％減）となりました。 

セグメント別の業績は次の通りです。 

（電子機器事業セグメント） 

電子機器事業セグメントは、パチンコ業界において「検定機と性能が異なる可能性のあるぱちんこ遊技機」

が存在することが明らかとなった「遊技くぎ問題」に端を発する、「性能が異なる可能性のある型式遊技機」

の第３次回収・撤去が昨年12月末に最大規模で実施されることを見越し、パチンコホールでは先行きの不透明

感から遊技機の入替を優先し、周辺機器の新規設備投資に対して慎重な姿勢が見られました。それに伴い、当

社の主力であるOEM製品の更新需要が低迷し、売上げが伸び悩みました。 

このような悪環境の下、電子部品の売上げが堅調に推移し、製品品質の向上、原価低減や業務効率改善など

によるコスト競争力強化に向けて積極的に取り組んだことで、第１・第２四半期と続いていた大幅な売上げの

減少を何とか押しとどめたものの、依然として厳しい状況が続いております。 

この結果、電子機器事業セグメントの売上高は65億１百万円（前年同期比24.3％減）、営業利益は５億99百

万円（前年同期比44.5％減）となりました。 

（スポーツ事業セグメント） 

スポーツ事業セグメントはキャスコ事業の国内販売においては、ゴルフボール「KIRA LINE（キラライン）」

の販売は堅調に推移したものの、その他ゴルフ用品の販売が計画を若干下回ったことや、新製品クラブの発売

がなかったこと等の影響により売上げが伸び悩みました。 

他方、キャスコ㈱の海外事業においても、韓国での売上げ不振や中国国内の共産党員へのゴルフ禁止令とそ

れに伴うゴルフ市場の縮小が、台湾、香港などのアジア市場に大きな影響を及ぼしており、依然として厳しい

環境が続いております。しかし、徹底したコスト削減の効果もあいまって、売上高は減少したものの、一定の

利益を確保するに至りました。 

また、海外におけるカーボンシャフト事業に関しては、「Elements（エレメンツ）」及び「Recoil（リコイ

ル）」シリーズシャフトの市場での評価と関心は高く推移しております。その一方で、昨年バングラデシュ工
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場が新規OEM先顧客の監査に合格したことを受けた出荷が来期に持ち越しとなり、これに工場における人手不足

や設備の不具合、市場における価格競争の激化等もあいまって、利益確保が難しい状況が続いております。 

この結果、スポーツ事業セグメントの売上高は43億83百万円（前年同期比8.8％減）、営業損失95百万円（前

年同期は２億７百万円の営業損失）となりました。 

（注）上記２セグメントの他、不動産賃貸収入等として、売上高１億63百万円、営業利益１億８百万円がござい

ます。 

 

（２）財政状態に関する説明 

資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は261億87百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億18百万円増加い

たしました。これは主として、受取手形及び売掛金の減少７億56百万円等があったものの、有形固定資産の増

加13億30百万円等があったことによるものです。 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は120億９百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億５百万円増加

いたしました。これは主として、長期借入金の増加11億49百万円等があったことによるものです。 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は141億77百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億87百万円減少い

たしました。これは主として、株主資本の減少２億11百万円、その他の包括利益累計額の減少２億38百万円等

があったことによるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成28年５月11日に公表いたしました数値に変更はありません。 

平成29年３月期の期末配当予想につきましては、平成28年10月１日を効力発生日とする株式併合（普通株式10 

株を１株に併合）を考慮し平成28年５月20日に公表いたしました数値に変更はありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

 （１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

  法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これらの変更等が損益に与える影響は軽微であります。

 

 （２）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

  「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

     四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 8,061,917 8,298,224 

受取手形及び売掛金 3,792,803 3,036,507 

商品及び製品 1,458,811 1,599,246 

仕掛品 261,724 345,828 

原材料及び貯蔵品 985,463 893,670 

繰延税金資産 55,153 26,409 

その他 187,620 190,781 

貸倒引当金 △8,226 △7,303 

流動資産合計 14,795,267 14,383,364 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 2,230,913 2,575,240 

機械装置及び運搬具（純額） 308,038 253,858 

工具、器具及び備品（純額） 124,401 151,996 

土地 3,583,811 4,797,946 

リース資産（純額） 23,988 19,254 

建設仮勘定 217,992 21,188 

有形固定資産合計 6,489,146 7,819,484 

無形固定資産    

のれん 412,940 347,914 

その他 201,474 147,171 

無形固定資産合計 614,415 495,085 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,619,176 2,433,605 

長期貸付金 492,954 613,550 

繰延税金資産 267,115 252,716 

その他 364,276 259,753 

貸倒引当金 △73,594 △70,461 

投資その他の資産合計 3,669,927 3,489,162 

固定資産合計 10,773,489 11,803,733 

資産合計 25,568,756 26,187,098 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成28年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,221,233 2,444,758 

短期借入金 1,400,000 1,400,000 

1年内償還予定の社債 290,000 490,000 

1年内返済予定の長期借入金 815,222 1,069,832 

未払法人税等 248,081 77,961 

賞与引当金 93,446 31,968 

その他 621,409 534,899 

流動負債合計 5,689,392 6,049,419 

固定負債    

社債 940,000 820,000 

長期借入金 3,348,534 4,243,749 

繰延税金負債 9,072 50,470 

役員退職慰労引当金 27,162 34,297 

退職給付に係る負債 643,164 635,481 

資産除去債務 35,171 - 

その他 211,251 175,853 

固定負債合計 5,214,356 5,959,851 

負債合計 10,903,749 12,009,270 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,962,632 3,962,632 

資本剰余金 3,885 2,260 

利益剰余金 10,026,212 9,893,864 

自己株式 △116,551 △194,564 

株主資本合計 13,876,178 13,664,192 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 168,731 93,816 

繰延ヘッジ損益 - 7,073 

為替換算調整勘定 572,401 395,812 

退職給付に係る調整累計額 △15,933 △9,507 

その他の包括利益累計額合計 725,199 487,195 

新株予約権 19,119 26,439 

非支配株主持分 44,510 - 

純資産合計 14,665,007 14,177,827 

負債純資産合計 25,568,756 26,187,098 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

売上高 13,518,898 11,036,017 

売上原価 9,204,362 7,336,042 

売上総利益 4,314,536 3,699,974 

販売費及び一般管理費 3,360,594 3,087,365 

営業利益 953,941 612,609 

営業外収益    

受取利息 9,384 6,892 

受取配当金 27,317 9,430 

持分法による投資利益 158,851 151,253 

固定資産賃貸料 14,836 15,803 

その他 18,815 12,342 

営業外収益合計 229,205 195,722 

営業外費用    

支払利息 80,070 84,226 

固定資産賃貸費用 11,250 11,250 

貸倒引当金繰入額 786 542 

為替差損 13,536 133,941 

その他 19,421 36,892 

営業外費用合計 125,065 266,853 

経常利益 1,058,082 541,477 

特別利益    

固定資産売却益 0 1,365 

投資有価証券売却益 - 84,162 

特別利益合計 0 85,527 

特別損失    

固定資産除売却損 760 221 

本社移転費用 - 21,953 

投資有価証券売却損 - 34,390 

減損損失 55,152 - 

特別損失合計 55,913 56,565 

税金等調整前四半期純利益 1,002,168 570,440 

法人税、住民税及び事業税 301,469 139,150 

法人税等調整額 58,938 99,309 

法人税等合計 360,408 238,459 

四半期純利益 641,760 331,980 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △5,277 △3,559 

親会社株主に帰属する四半期純利益 647,038 335,539 

 

- 7 -

マミヤ・オーピー㈱（7991）平成29年３月期　第３四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年12月31日) 

四半期純利益 641,760 331,980 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 27,131 △74,915 

繰延ヘッジ損益 - 6,436 

為替換算調整勘定 △2,934 △174,584 

退職給付に係る調整額 5,365 6,613 

その他の包括利益合計 29,561 △236,450 

四半期包括利益 671,322 95,530 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 676,241 97,524 

非支配株主に係る四半期包括利益 △4,918 △1,994 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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